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英国金融政策（2024年12月）
市場予想通り政策金利を4.75%に据え置き

1/1

2024年12月20日

3名が利下げを支持も、金融引き締めの解除は漸進的にとの方針は不変

BOE（イングランド銀行）は12月18日（現地、以下同様）に終了した金融政策委員会（MPC）で、政

策金利を4.75%に据え置く決定をし、19日に発表しました。BOEは昨年8月の利上げを最後に政策金利を

据え置いた後、今年の8月と11月に利下げを実施していました。今回の据え置きは市場予想通りでしたが、

6名が据え置きを支持した一方、ラムスデン副総裁を含む3名が利下げを支持したことがサプライズとなり

（市場は8対1の票決を予想していた模様）、市場は大幅なポンド安で反応しました。

PMIの低下に見られるように景気は足元で減速しており、BOEは10-12月期の実質GDPの見通しを11月

時点の前期比+0.3%から+0.0%へ大幅に下方修正しました。一方で、今週発表された最新の賃金指標は

上振れ、消費者物価指数の伸びも加速していたなか、声明文には、「展開している状況証拠は、インフレ

圧力を持続させる一段の供給制約とどの程度整合的か、或いは経済に余剰を生じさせインフレを押し下げ

る需要の弱まりとどの程度整合的かを評価する」と記されました。また、議事録には、予算、国民保険料

の引き上げ、地政学的リスク、貿易政策などに起因する不確実性への言及が多々見られました。

それでも、「金融政策は十分に長く引き締め的なままである必要」、「金融引き締めの解除へは漸進的

な対応が適切」との文言は不変で、「会合毎に決定」との方針ながら、四半期毎に0.25%ptの利下げが引

き続きBOEの基本線と考えられます。2025年は2、5、8、11月の利下げを当社は予想しています。

（出所）ブルームバーグ

※政策金利は発表日ベース

英国の金利と為替英国の消費者物価指数と週平均賃金

（出所）英国統計局

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列
※週平均賃金は3カ月移動平均で2024年10月まで

（前年同月比、％） （％） （米ドル/ポンド）（2010年1月～2024年11月） （2020年1月初～2024年12月19日）
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